
　
篤
姫
館
は
、「
よ
う
こ
そ
２
０

０
８
大
河
ド
ラ
マ
の
世
界
へ
！
」

が
テ
ー
マ
。「
天
璋
院
篤
姫
」の
生

ま
れ
た
ま
ち
で
あ
る
鹿
児
島
市
の

桜
島
を
の
ぞ
む
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
エ
リ
ア
に
あ
る
複
合
施
設
ド

ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
内
に
開
設
し
た
。

09
年
１
月
12
日
ま
で
。
内
部
は
、

大
奥
再
現
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
篤
姫

居
室
セ
ッ
ト
、
篤
姫
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
シ
ア
タ
ー
が
メ
ー
ン
の
展
示
と

な
っ
て
い
る
。
入
り
口
部
分
で
、

ド
ラ
マ
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
部
分
を
紹

介
し
、
メ
ー
ン
は
主
に
江
戸
城
、

大
奥
で
、
ド
ラ
マ
に
使
わ
れ
た
装

飾
や
衣
装
、
小
道
具
を
使
い
な
が

ら
、
篤
姫
の
暮
ら
し
や
武
家
の
姫

と
し
て
、
公
家
の
姫
で
あ
る
和
宮

と
の
違
い
な
ど
を
、
着
物
の
柄
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
す
る
。

　
大
奥
再
現
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、

長
さ
約
12
メ
ー
ト
ル
の
御
鈴
廊
下

風
の
通
路
で
絢
爛
豪
華
な
大
奥
の

世
界
を
再
現
。
出
演
者
の
パ
ネ
ル

を
展
示
し
た
。

　
次
の
展
示
は
、
篤
姫
居
室
セ
ッ

ト
と
ド
ラ
マ
の
あ
ら
す
じ
が
わ
か

る
出
演
者
紹
介
の
映
像
。
と
く
に

撮
影
で
使
わ
れ
た
打
ち
掛
け
の
ほ

か
、
子
ど
も
と
大
人
用
の
陣
羽
織

を
試
着
で
き
る
の
が
人
気
。
カ
メ

ラ
持
参
者
は
記
念
撮
影
も
可
能
。

順
番
待
ち
に
な
る
ほ
ど
盛
況
で
、

オ
ー
プ
ン
後
は
成
人
式
の
日
が
特

に
多
か
っ
た
と
い
う
。
今
後
も
ひ

な
祭
り
や
端
午
の
節
句
な
ど
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
来
場
者
増

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
例
年
の
大
河
ド
ラ
マ
館
の
シ
ア

タ
ー
で
は
、
番
組
の
予
告
編
が
流

用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
篤
姫

館
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
で

は
、
大
奥
の
美
を
テ
ー
マ
に
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
の
「
大
奥
の
美
」

（
約
８
分
）
と
江
戸
城
や
大
奥
を

Ｃ
Ｇ
で
紹
介
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
映
像

を
編
集
し
た「
江
戸
城
探
訪
」（
約

４
分
）
の
２
本
を
放
映
。
篤
姫
や

和
宮
が
実
際
に
身
に
着
け
た
衣
装

の
数
々
を
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
で

再
現
し
て
い
る
。

　
１
月
末
の
時
点
で
来
館
者
は
２

万
８
千
人
。
平
日
は
、
約
６
０
０

人
。
土
日
祝
で
は
、
約
２
千
人
が

来
場
し
て
い
る
。
年
間
の
来
館
者

目
標
は
20
万
人
で
、
順
調
に
推
移

す
れ
ば
目
標
を
大
き
く
ク
リ
ア
す

る
見
込
み
だ
。

　
館
内
は
お
よ
そ
１
０
０
人
で
満

員
。
満
員
に
な
る
と
入
場
制
限
が

掛
か
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
待
ち
時

間
は
10
分
程
度
だ
と
い
う
。
旅
行

会
社
向
け
に
は
、
事
前
の
予
約
を

す
す
め
て
い
る
。
キ
ャ
パ
の
問
題

も
あ
る
が
バ
ス
の
駐
車
場
を
確
保

す
る
た
め
と
い
う
。
開
館
当
初
の

１
月
か
ら
２
月
の
間
、
ツ
ア
ー
に

組
み
込
ん
で
い
な
い
旅
行
会
社
で

は
、
篤
姫
館
見
学
希
望
が
多
か
っ

た
た
め
、
昼
食
前
後
の
時
間
帯
に

ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
で
自
由
時
間

と
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
篤
姫
館
を

見
学
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ド
ラ

マ
の
視
聴
率
も
好
調
な
こ
と
か
ら
、

今
後
は
飛
び
込
み
で
は
見
学
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
確

実
な
見
学
の
た
め
に
も
事
前
予
約

が
必
要
だ
。

　
通
常
の
見
学
時
間
は
、
30
分
か

ら
40
分
。
じ
っ
く
り
見
学
す
る
人

で
も
１
時
間
程
度
。
鹿
児
島
市
で

は
、
篤
姫
館
と
一
緒
に
ド
ラ
マ
ロ

ケ
地
と
な
っ
た
石
橋
記
念
公
園
、

篤
姫
館
に
あ
る
小
道
具
の
天
球
儀

の
本
物
が
あ
る
尚
古
集
成
館
な
ど

も
合
わ
せ
て
見
学
す
る
の
も
お
勧

め
だ
と
い
う
。

　
夏
期
は
夜
間
の
開
館
時
間
延
長

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
鹿
児
島
市
の
「
か
ご
し
ま
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
が
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。篤
姫
ゆ
か
り
の

コ
ー
ス
は
、約
２
時
間
、
約
２
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
ガ
イ
ド
の
案
内
で

歩
い
て
め
ぐ
る
。
ス
タ
ー
ト
は
、

篤
姫
の
ロ
ケ
地
と
も
な
っ
た
石
橋

記
念
公
園
内
の
石
橋
記
念
館
で
の

10
分
程
度
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
。

　
既
存
の
江
戸
時
代
の
鹿
児
島
の

城
下
町
の
模
型
を
使
い
、
今
和
泉

島
津
家
本
邸
や
別
邸
な
ど
の
ゆ
か

り
の
地
を
紹
介
。
島
津
家
ゆ
か
り

の
神
社
や
墓
所
な
ど
の
コ
ー
ス
の

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
も
ら
い
出

発
す
る
。
団
体
か
ら
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
要
望
が
あ
れ
ば
石

橋
記
念
公
園
と
今
和
島
津
家
本
邸

の
石
塀
な
ど
を
中
心
に
約
１
時
間

で
の
案
内
も
相
談
で
き
る
。
長
崎

さ
る
く
を
モ
デ
ル
に
し
て
お
り
、
３

月
上
旬
以
降
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
、ガ
イ
ド
実
施
日
を
発
表
。

15
人
定
員
で
、
午
前
と
午
後
の
１

日
２
回
実
施
し
て
行
く
予
定
。
定

員
に
つ
い
て
は
、
予
約
の
団
体
の

場
合
は
、
応
相
談
。

　
い
ぶ
す
き
篤
姫
館
の
テ
ー
マ
は
、

「
心
の
ふ
る
さ
と
指
宿
の
風
於
一

が
今
、
伝
え
る
篤
姫
の
精
神
風
土

を
育
ん
だ
原
点
・
い
ぶ
す
き
」
。

指
宿
市
の
温
泉
を
利
用
し
た
健
康

増
進
施
設
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な

の
は
な
館
」
内
（
指
宿
市
東
方
９

３
０
０
ー
１
）
に
開
設
さ
れ
た
。

２
０
０
９
年
１
月
12
日
ま
で
開
館

さ
れ
る
。
館
内
は
「
指
宿
の
風
、

篤
姫
の
息
吹
」
と
し
て
、
篤
姫
の

精
神
を
育
ん
だ
指
宿
の
風
土
を
表

現
し
た
。

　
展
示
は
、
ド
ラ
マ
の
冒
頭
、
幼

少
期
の
篤
姫
で
あ
る
於
一
が
成
長

し
江
戸
に
嫁
ぐ
ま
で
を
紹
介
。
原

作
者
の
宮
尾
登
美
子
さ
ん
に
つ
い

て
の
展
示
や
指
宿
ロ
ケ
の
様
子
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
メ
ー
ン
の

展
示
は
、
実
際
の
ド
ラ
マ
セ
ッ
ト

の
再
現
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
に
よ

る
シ
ア
タ
ー
。
実
際
の
ド
ラ
マ
セ

ッ
ト
の
再
現
と
し
て
、
今
和
泉
島

津
家
の
庭
園
の
一
部
や
於
一
（
幼

少
期
の
篤
姫
）
の
部
屋
な
ど
ド
ラ

マ
セ
ッ
ト
が
あ
る
。
記
念
撮
影
だ

け
で
な
く
、
一
部
の
小
道
具
に
実

際
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
映
像
シ
ア
タ
ー
で
は
、
大
河
ド

ラ
マ
史
上
初
と
い
わ
れ
る
特
別
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
が
流
れ
る
。
主

演
の
宮
　
あ
お
い
さ
ん
が
ゆ
か
り

の
地
を
め
ぐ
り
、
ド
ラ
マ
や
鹿
児

島
、
指
宿
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
え
る
。
さ
ら
に
宮
　
さ
ん

が
ロ
ケ
現
場
を
訪
れ
、
ス
タ
ッ
フ

や
出
演
者
に
取
材
を
行
う
と
い
う

ス
ペ
シ
ャ
ル
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
９
時
の
開
館
時
と
午
後
３
時
頃

の
入
館
者
が
多
い
と
い
う
。
こ
れ

は
前
日
の
指
宿
へ
の
宿
泊
客
が
訪

れ
る
時
間
と
当
日
の
宿
泊
客
が
訪

れ
る
時
間
帯
だ
と
い
う
。
ま
た
県

外
客
が
多
い
の
も
い
ぶ
す
き
篤
姫

館
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
同
館

の
年
間
来
館
者
目
標
は
８
万
人
。

指
宿
市
の
住
民
数
は
約
４
万
５
千
人

で
、
観
光
立
市
と
し
て
市
外
や
県

外
、
３
大
都
市
圏
な
ど
従
来
の
指

宿
温
泉
の
宿
泊
客
を
明
確
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
窓
口

が
あ
る
Ｊ
Ｒ
薩
摩
今
和
泉
駅
と

は
、
１
時
間
に
１
本
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
転
し
て
い
る
。
ま
た
同
館

内
に
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
が
常
駐
し
、
篤
姫
や
ゆ
か
り
の

地
に
つ
い
て
説
明
も
行
っ
て
い

る
。
合
わ
せ
て
、
ゆ
か
り
の
地
を

ガ
イ
ド
と
め
ぐ
る
コ
ー
ス
も
紹
介

し
て
お
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
い
ぶ
す
き
篤
姫
館
の
両
方
を
観

光
客
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
１
月
の
来
館
者
数
は
９
２
０
０

人
。
平
日
は
２
０
０
か
ら
３
０
０

人
。
土
日
祝
日
は
、
８
０
０
人
か

ら
９
０
０
人
。
見
学
時
間
は
20
分

か
ら
30
分
。
じ
っ
く
り
見
て
も

40
程
度
だ
と
い
う
。

　
昨
年
４
月
か
ら
篤
姫
観
光
ガ
イ

ド
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
指
宿
の

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
。
１

月
末
で
１
万
９
千
人
が
利
用
し
た
。

Ｊ
Ｒ
薩
摩
今
和
泉
駅
も
装
飾
が
施

さ
れ
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
拠
点
と
な
っ
た
。
コ
ー
ス
は

当
時
を
し
の
ば
せ
る
町
割
、
今
和

泉
島
津
家
の
墓
所
と
別
邸
跡
な
ど

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
約
３
キ
ロ
を
約

１
時
間
30
分
で
歩
き
な
が
ら
め
ぐ

る
。
山
側
の
墓
所
と
海
側
の
別
邸

跡
の
ど
ち
ら
か
だ
け
を
歩
く
30
分

か
ら
45
分
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
に

も
対
応
し
て
も
ら
え
る
。

　
案
内
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
。
案
内
料
は
無
料
だ
が
専

用
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
２
０
０
円

で
販
売
。
保
険
料
１
０
０
円
も
必

要
。
売
り
上
げ
を
運
営
に
使
っ
て

い
る
。
事
前
予
約
が
必
要
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
快
速
「
な
の
は
な

Ｄ
Ｘ
」
が
臨
時
停
車
し
て
い
る
こ

と
や
、
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
バ

ス
停
も
近
く
に
あ
り
便
利
で
、
個

人
客
や
小
グ
ル
ー
プ
客
の
利
用
も

多
い
。

　
篤
姫
放
映
終
了
後
に
は
、
案
内

で
き
る
コ
ー
ス
を
増
や
し
指
宿
の

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
の
活
動
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
和
泉
島
津
家
別
邸
跡
は
、
ド

ラ
マ
放
映
に
あ
わ
せ
、
松
林
や
屋

敷
の
石
垣
が
残
っ
て
い
た
も
の
が

整
備
さ
れ
、
案
内
板
、
休
憩
所
と

な
る
東
屋
、
人
口
砂
浜
、
屋
敷
跡

に
あ
っ
た
篤
姫
が
使
っ
た
と
い
わ

れ
る
手
水
鉢（
市
の
指
定
文
化
財
）

の
レ
プ
リ
カ
が
作
ら
れ
た
。

　
今
和
泉
島
津
家
の
墓
所
に
は
、

長
塚
京
三
さ
ん
が
演
じ
る
篤
姫
の

実
父
で
あ
る
島
津
忠
剛
が
眠
っ
て

い
る
。

　
篤
姫
観
光
ガ
イ
ド
事
務
局

０
９
９
３
―
２
２
―
３
２
５
７
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第二部

　
１
月
６
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」が
放
送
を
開
始
し
た
。鹿
児
島
県
で

は
、篤
姫
ゆ
か
り
の
地
を
整
備
。６
日
に
は
鹿
児
島
市
内
に
、「
篤
姫
館
」が
オ
ー

プ
ン
。12
日
に
は
指
宿
市
内
に「
い
ぶ
す
き
篤
姫
」が
オ
ー
プ
ン
し
受
け
入
れ
も
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。ま
た
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に
向
け
て
、準
備
を
進
め

て
い
た
鹿
児
島
市
と
指
宿
市
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
計
画
を
繰
り
上
げ

篤
姫
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
ス
タ
ー
ト
。指
宿
市
は
昨
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
薩

摩
今
和
泉
駅
を
拠
点
に
活
動
を
開
始
。鹿
児
島
市
も
４
月
か
ら
の
活
動
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

篤
姫
館（
鹿
児
島
市
）

い
ぶ
す
き
篤
姫
館

　
　
　
　
　 （
指
宿
市
）

指
宿
市
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

鹿
児
島
市
の
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

鹿児島はアツアツなの
鹿
児
島
と
指
宿
に
大
河
ド
ラ
マ
施
設

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
登
場
・・・・・・・

「篤姫」キャンペーンオフィシャルキャラクター

今
和
泉
島
津
家
別
邸
跡

ガ
イ
ド
の
今
柳
田
千
恵
さ
ん

映
像
シ
ア
タ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

映
像

今
和
泉
島
津
家
別
邸
跡
に
あ
っ
た

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

於
一
の
部
屋

約
12
メ
ー
ト
ル
の
御
鈴
廊
下

篤
姫
の
衣
装
の
打
掛

石
橋
記
念
公
園

いぶすき篤姫館（指宿市東方9300-1）
　TEL.0993-27-0800
　9：00～18：00（年中無休）
ふれあいプラザなのはな館駐車場を利用
普通車：約300台、大型バス約17台（無料）
大人 (高校生以上) 400円
・団体 (15名以上) 300円
小人 (小・中学生) 200円
・団体 (15名以上) 150円

篤姫館（鹿児島市本港新町）
TEL.099-216-2722
9：00～18：00（年中無休）
ドルフィンポート駐車場を利用
（篤姫館入館者は１時間無料）
普通車：約750台、大型バス約20台
大人 (高校生以上) 500円
・団体 (15名以上) 400円
小人 (小・中学生) 250円
・団体 (15名以上) 200円

◯問

今
和
泉
島
津
家
本
邸
跡

か
ご
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
篤
姫

コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
山
下
新
治
さ
ん

http://takasho.jp/


　
鹿
児
島
県
の
仙
巌
園
・
尚
古
集

成
館
は
、
２
月
２
日
か
ら
４
月
24

日
ま
で
、「
薩
摩
の
ひ
な
ま
つ
り

２
０
０
８̃

篤
姫
は
江
戸
へ
、
竹

姫
は
薩
摩
へ
」
を
開
催
す
る
。
篤

姫
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
注
目
を
集

め
る
同
所
で
、
島
津
家
伝
来
の
人

形
と
雛
道
具
が
展
示
さ
れ
る
。人

形
は
、公
家
の
装
束
を
正
し
く
考

証
し
た
有
職
雛（
ゆ
う
そ
く
ひ
な
）。

雛
道
具
は
、
５
代
将
軍
の
徳
川
綱

吉
の
養
女
「
竹
姫
」
が
島
津
家
に

輿
入
れ
の
際
に
持
参
し
た
と
伝
わ

る
も
の
。
薩
摩
の
ひ
な
ま
つ
り
に

あ
わ
せ
、
薩
摩
の
土
人
形
展
も
開

催
さ
れ
る
。

　
４
月
６
日
に
開

催
さ
れ
る
曲
水
の

庭
は
１
９
５
９
年

に
発
掘
さ
れ
た
も
の

で
、
現
存
す
る
国

内
の
曲
水
の
庭
の

遺
構
の
中
で
も
最

大
の
も
の
。
古
式

ゆ
か
し
い
春
の
歌

会
を
楽
し
め
る
。

　
ま
た
、
仙
巌
園

・
尚
古
集
成
館
と

指
宿
白
水
館
は
共

同
研
究
チ
ー
ム
で

篤
姫
の
食
し
た
料

理
を
再
現
し
た
。

　
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）
に
鶴

丸
城
内
で
島
津
斉
彬
の
藩
主
就
任

を
祝
う
お
祝
い
の
宴
が
催
さ
れ
篤

姫
も
父
・
今
和
泉
忠
剛
と
と
も
に

こ
の
お
祝
い
に
列
席
し
た
。

　
こ
の
際
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
料
理

に
つ
い
て
尚
古
集
成
館
で
膨
大
な

資
料
の
調
査
を
行
い
ほ
　
そ
の
全

容
を
突
き
止
め
、
仙
巌
園
お
よ
び

指
宿
白
水
館
の
料
理
長
を
中
心
に

レ
シ
ピ
を
再
現
し
た
。  

　
こ
の
料
理
を
ベ
ー
ス
に
、
篤
姫

が
食
し
た
料
理
の
一
部
を
盛
り
込

ん
だ
新
し
い
創
作
料
理
と
し
て
仙

巌
園
と
指
宿
白
水
館
が
提
供
を
始

め
て
い
る
。

　
仙
巌
園
は
、
桜
島
を
築
山
に
錦

江
湾
を
池
に
み
た
て
た
雄
大
な
借

景
を
も
ち
、
万
治
元
年(

１
６
５

８)

、
19
代
島
津
光
久
が
こ
の
地

に
構
え
た
別
邸
が
始
ま
り
。

　
尚
古
集
成
館
（
し
ょ
う
こ
し
ゅ

う
せ
い
か
ん
）
は
島
津
家
第
28
代

当
主
島
津
斉
彬
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
集
成
館
事
業
の
機
械
工
場
跡

に
、１
９
２
３
年
５
月
22
日
に
開

館
し
た
博
物
館
。
島
津
家
に
関
す

る
史
料
や
薩
摩
切
子
な
ど
海
洋
国

家
と
し
て
栄
え
て
き
た
島
津
家
の

歴
史
を
海
と
い
う
テ
ー
マ
で
展
示

す
る
。
国
の
重
要
文
化
財
で
、
仙
巌

園
に
隣
接
す
る
。
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古
式
ゆ
か
し
い
歌
会
も

薩
摩
の
ひ
な
ま
つ
り

篤
姫
ゆ
か
り

　
　
の
料
理

仙巌園・尚古集成館
鹿児島県鹿児島市吉野町9700-1
TEL 099-247-1551　
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.senganen.jp/

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
放

送
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の

全
線
開
業
を
控
え
注
目
を
集
め
る
鹿

児
島
。
同
県
内
の
全
国
的
に
も
有
名

な
温
泉
地
に
あ
る
国
際
観
光
旅
館

「
指
宿
白
水
館
」
（
下
竹
原
和
尚
社

長
）
は
、
こ
れ
ま
で
同
館
が
収
集
し

た
西
郷
隆
盛
な
ど
幕
末
の
偉
人
の
書

や
パ
リ
万
博
ゆ
か
り
の
品
、薩
摩
焼
、

中
国
の
陶
磁
器
な
ど
貴
重
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
る

３
８
０
点
を
展
示
す
る

博
物
館
・
美
術
館
で
あ

る
薩
摩
伝
承
館
を
同
敷

地
内
に
２
月
11
日
に
開

館
し
た
。〝
こ
こ
に
来
れ

ば
薩
摩
が
見
え
る
〞
が

コ
ン
セ
プ
ト
。
建
築
面

積
２
１
６
５
平
方
メ
ー

ト
ル
、
総
工
費
は
約
22

億
円
。
建
物
は
、
本
瓦

葺
の
純
和
風
で
、
日
本
の
近
代
建
築

の
美
し
さ
を
表
現
し
、
薩
摩
の
歴
史

に
触
れ
る
貴
重
な
展
示
と
、
薩
摩
焼

や
「
白
水
館
」
の
至
宝
で
あ
る
中
国

陶
器
の
名
品
を
観
覧
で
き
る
。

　
と
く
に
１
階
に
あ
る
「
金
襴
手
薩

摩
焼
」（
き
ん
ら
ん
で
さ
つ
ま
や
き
）

は
評
判
を
集
め
て
い
る
。
約
20
平

方
メ
ー
ト
ル
の
壁
一
面
に
金
箔
が
７

０
０
０
枚
も
使
わ
れ
た
豪
華
絢
爛
な

黄
金
の
空
間
の
中
に
島
津
家
の
家
紋

と
と
も
に
ゆ
か
り
の
薩
摩
焼
が
展
示
。

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
も
併
設
し
た
。
１

階
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、
他
目
的
ホ
ー

ル
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や

結
婚
式
も
開
催
で
き
る
。
イ
ベ
ン
ト

会
場
と
し
て
の
利
用
の
ほ
か
、地
域

の
児
童
が
美
術
品
に
触
れ
る
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
る
予
定
で
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

薩
摩
伝
承
館

薩摩伝承館　概要
鹿児島県指宿市東方字浜通1231-4
TEL.0993-23-0211
9:00～17:00
料金　一般1500円 大学生1200円
高校生600円 小・中学生300円

観光かごしま大キャンペーン推進協議会で
は、「篤姫」観光キャンペーンガイドブックを
発行している。ガイドブックは、観光客向け
に県内外の関連各所で配布。「篤姫特典」
マークのついた県内の店鋪でガイドブック
を提示すると様々な特典、サービスが受け
られる。
ホームページからPDF版もダウンロードできる。
さらに「篤姫」のとっておき情報を掲載し、
主に観光ガイドや旅行商品造成に便利な
「篤姫」総合ガイドブックも発行されている。

問い合わせ先は
観光かごしま大キャンペーン推進協議会
「篤姫」キャンペーン事務局
公式ホームページ
http://www.atsuhime.org/
鹿児島県観光課　
鹿児島市鴨池新町10-1　
TEL.099-286-3006
FAX.099-286-5580
http://www3.pref.kagoshima.jp/kankou/

社団法人鹿児島県観光連盟
鹿児島市名山町9-1 県産業会館
TEL.099-223-5771 
FAX.099-225-7484
http://www.kagoshima-kankou.com/
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磁
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第36回 国際ホテル・レストラン・ショー
東4ホール 4Ａ－208 出展

有
職
雛

曲
水
の
宴

ぼ

http://www.oka-kk.co.jp/kando/
http://www.senganen.jp/
http://www.satsuma-denshokan.com/
http://www3.pref.kagoshima.jp/kankou/
http://www.kagoshima-kankou.com/
http://www.superdry.jp/
http://www.futaba-chemical.co.jp/

